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ヨセフは車に馬をつないで、父のイスラエルに会いにゴシェンに上って来た。ヨセフは

父に会うなり、その首に抱きつき、その首にすがってしばらく泣いた。イスラエルはヨセ

フに言った。「これでもう死んでもよい。お前がまだ生きていて、お前の顔を見ることがで

きたのだから。」(創世記 46 章 29 節～30 節) 

 

イスラエル（ヤコブ）は、自分の持ち物を携え、エジプトに旅立った。途中、人生の節

目を経験したベエル・シェバに立ち寄り、父イサクの神にいけにえを献げた。息子のヨセ

フは生きている、彼と会える。その喜びを神に感謝したのであろう。その夜、幻の中で、

神がヤコブに、「ヤコブ、ヤコブ」と呼びかけた。「はい」と答えると、神は、「私は神、あ

なたの父の神である。エジプトへ下ることを恐れてはならない。私はそこであなたを大い

なる国民とする。私はあなたと共にエジプトに下り、また必ずあなたを導き上る。ヨセフ

がその手であなたのまぶたを閉じるであろう」と言われた。ヨセフがヤコブの最期を看取

り、また、エジプトからカナンに上る出エジプトを預言している。 

ヤコブはベエル・シェバを出発した。ファラオが用意してくれた車に、ヤコブ、幼い子

どもと妻たちを乗せ、家畜を伴い、カナンで蓄えた財産を携え、ヤコブ一族は皆、エジプ

トにやって来た。 

エジプトに来たヤコブ一族を、克明に記している。妻レアの産んだ長男ルベンは 4 人の

息子、シメオンは 6 人の息子、レビは 3 人の息子、ユダは、エルとオナンは死んだが、3 人

の息子と 2 人の孫、イッサカルは 4 人の息子、ゼブルンは 3 人の息子、末娘ディナと、総

計 33 名であった。レアの召し使いジルバが産んだ子らは、まずガドは 7 人の息子、アシュ

ルは 4 人の息子と 1 人の妹と 2 人の孫、総計 16 人である。妻ラケルはヨセフとベニヤミ

ンを産んだ。ヨセフは、エジプトでマナセとエフライムをもうけた。ベニヤミンは 10 人の

息子を得、総計 14 名である。ラケルの召し使いビルハが産んだ子らは、まずダンは 1 人の

息子、ナフタリは 5 人の息子、総計 7 名である。 

聖書は、ヤコブの息子の妻たちを別にして、エジプトに行った者は合わせて 66 名であっ

たと記している。女性は数に入れてない。息子の名は明記しているが、おそらく娘も産ん

だであろうが、その名も記していない。男性のみが数えられる文化であることが分かる。 

ヤコブ一族は総勢 70 名の大家族であったと書いている。これらが、ヤコブから生まれた者

で、イスラエル人としてエジプトで大いなる民族に成長していった。 

 ヤコブはユダを遣わし、先導させ、ヨセフをゴシェンヘ迎え、一族はゴシェンで再会し

た。「ヨセフは車に馬をつないで、父のイスラエルに会いにゴシェンに上って来た。ヨセフ

は父に会うなり、その首に抱きつき、その首にすがってしばらく泣いた。イスラエルはヨ

セフに言った。『これでもう死んでもよい。お前がまだ生きていて、お前の顔を見ることが

できたのだから。』」父と子の 20 年ぶりの再会である。ヤコブは失われた息子を自らの胸に

抱いて、死んでもいいと涙を流し、ヨセフは懐かしい父の首にしがみついて泣き続けた。 

 ヨセフは家族に、ファラオに「私の家族がカナンからエジプトにやって来た。この人々

は羊や牛を飼う者で、それらの家畜、持ち物を携えて来た」と報告すると告げた。「ファラ

オから『仕事は何か』と問われたら、家畜を飼う者であると答えれば、エジプト人は羊飼

いを忌み嫌うので、離れたゴシェンの地に住むことができる」と伝えた。 


